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ご存じのように2019年頃より地下建設工事に伴って、安全・安心とはいかない心配な事象が頻発しております。この
ような事象の背景にあるのが、各種の地下建設プロジェクトにおける計画、設計、施工の現場と学術研究との乖離では
ないかと心を痛めております。
一般社団法人気泡工法研究会は、大学を中心にコンサルタント、建設業者、専門業者、材料メーカーなどの企業

が協⼒して、気泡や高吸水性ポリマーを用いた地盤掘削工法（総称︓AWARD工法）にかかわる基礎研究・応用
研究・工法開発を推進し、工法の技術レベルの向上、技術の普及により社会貢献を果たすことを目的としています。す
なわち、この研究会は近年もてはやされている大学発ベンチャーの先駆的なモデルケースと⾔えるものであり、大学での
研究成果で生みだされた特許技術をもとに具体的な建設分野における市場創設を実現したものであります。
AWARD工法は、地下連続壁、基礎杭、地盤改良、シールドトンネルなどを含む各種の地下建設工事における合

理的な施工を実現するとともに、環境負荷と施工費用を低減させるきわめて付加価値の高い有用な工法であります。
今後とも、大深度地下を含む生活基盤の拡充、産業基盤施設の防災による国土の強じん化に向けて、この工法のさ
らなる研究・開発活動を活発に展開し、その技術の普及を積極的に推進していく所存であります。なにとぞ、幅広い分
野からの強⼒なご⽀援を賜りますようお願い申し上げます。
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気泡工法研究会は、気泡を用いる気泡掘削工法(AWARD-Trend工法、AWARD-Ccw工法、AWARD-
Demi工法、AWARD-Hsm工法)および高吸水性ポリマーを用いるポリマー安定液工法(AWARD-Sapli工法）
を開発し、実用化しています。 当研究会では更なる環境負荷低減、高い施工品質、低コストを実現する新たな分
野、工法の開発を実施・継続しています。



AWARD-Sapli工法は、場所打ち杭工事などにおいて、従来のベントナイト系安定液の代わりに紙おむつな
どに使用される高吸水性ポリマー材を吸水膨張させた安定液（サプリ安定液）を用いて、掘削地盤の安定性
を確保する技術です。
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水切れがよいため掘削土の処理・再利用が容易と
なります。また、使用後のサプリ安定液は分離剤を添加す
ることで、水と泥土に分離でき、産廃処分量を減量化する
ことができます。

ベントナイト系安定液では水1m3当り30〜50kgのベント
ナイトを添加するのに対して、サプリ安定液では高吸水性
ポリマー材1kg前後の添加でベントナイト系安定液と同等の
性能を確保することができます。
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サプリ安定液は透水性の高い地盤でも難透水層を形成し、
孔壁安定性を確保します。
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遮水性能確認試験結果

泥膜厚の比較

サプリ安定液は安定液中の粘土分が増加しても孔壁⾯の泥膜厚
が厚くならないため、杭径の確保、周⾯摩擦⼒の向上が図れます。
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サプリ安定液の配合例

比重 ファンネル粘性 ろ過水量

1.00〜1.02 20〜40秒 10〜30ml

サプリ安定液の性状

孔壁の難透水層形成のイメージ
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模擬地盤
（川砂）

拡底杭を模擬した孔壁安定試験

高吸水性ポリマー材添加量とファンネル粘性・比重の関係

AWARD-Sapli工法の特徴
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杭の出来形・品質の確保
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高吸水性ポリマー安定液(サプリ安定液)

高吸水性ポリマー安定液（サプリ安定液）は、水と吸水膨張させた高吸水性ポリマー材が懸濁した水溶液
です。場所打ち杭工法等における孔壁の安定性とコンクリート置換性を両⽴させるために、必要な粘性を配合
によって調節できる特徴を持っています。

水 高吸水性ポリマー材 安定剤

1000 kg 0.5〜2.0 kg 0〜10kg

粒径大

粒径⼩

サプリ安定液500

400

300

200

100

0
0 100 200 300 400 500 600

経過時間(sec)

透
水

量
(g

) 

水を放出

AWARD-Sapli工法による効果

AWARD-Sapli工法
ア ワ ー ド サ プ リ

凡例 吸水ポリマー 土粒⼦

原地盤難透水層

内圧

使用水︓水道水 Ec=0.2mS/cm

サプリ安定液
サプリ
安定液

0

1

2

3

4

5

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0

ろ
過

後
膜

厚
(m

m
)

(2
94

kP
a 

30
分

換
算

)

粘土量混⼊率(％)

ベントナイト系安定液（添加率 3.0%）

サプリ安定液（添加率 0.1%）

粘土量が多いほど
膜厚が大きくなる

粘土量にかかわらず
膜厚は⼩さい サプリ安定液の泥膜

ベントナイト系安定液の泥膜
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吸水前

高吸水性ポリマー材

吸水後

高吸水性ポリマー材は、水に触れると自重の500倍前後に吸水膨張する高分⼦有機化合物
で す 。 添 加 量 を 調 整 す る こ と で 所 要 の 粘 性 を 確 保 す る こ と が で き る 低 比 重 の 材 料 で す 。

高吸水性ポリマー材

気泡工法研究会のウェブサイトの動画ページにアクセス
することができます。

気泡工法研究会のウェブサイトへアクセス


